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（修理のご相談はお客様相談窓口へ）

ユニット

棚板の目安積載量はサイズにより異なり
 ます。P５の棚板耐荷重の目安をご参照
 ください

可動棚の位置調整時には、棚板を棚受
 けにきっちりとはめる。



標準施工・アンカー施工以外の施工方法は、ユニットの組み合わせによって、施工できない場
合がありますので注意してください。

● 集合住宅など木造以外の構造の場合以下を確認のこと。

この商品は  
壁面に強固に固定できるよう必ず下地の確認を行い、
必要な場合は補強板や補強桟の取付けをしてください。

  壁面固定が基本です。

一般的な設置場所の確認事項

アンカー施工

RC(またはALC)壁 + GL壁

外壁

アンカー施工

RC(またはALC)壁 + GL壁

施工不可

軽鉄下地乾式壁

戸境壁

集合住宅のアンカー施工は
事前に確認が必要です。

軽鉄製下地間仕切り壁

標準施工

木製下地間仕切り壁

標準施工

間仕切り壁

標準施工

RC(またはALC)壁 + 
木製・軽鉄下地壁

アンカー施工

RC(またはALC)壁 + 
木製・軽鉄下地壁

アンカー施工

RCクロス直貼壁

集合住宅のアンカー施工は
事前に確認が必要です。



※仕上げがタイル圧着貼りなどの場合は、その下地材の厚みが12mm以上の耐水合板または、同等品以上の強度
がある場合は補強桟の取付は不要です。
※取付ビスは同梱のビスセットをご利用ください。
※補強桟の寸法は推奨値になります。

● 下図を参考に取り付けてください。

補強桟の取付位置と取付要領

ローボード

例：カウンターの高さ 850 の場合



ユニットの設置概要

①

必ずウォールユニットを連結してから、壁面固定する。
壁面に固定してから連結すると、ユニット接合部に不具合が
出ます。
※詳細はp.7～11参照

※詳細はp.7～11参照

ユニットを連結および壁面固定する。

※壁面に梁等の障害物がある場合は、避ける必要があります。
※詳細はp.7～11参照

2.ユニットを壁面固定する。

1.ユニット後板に固定用下穴を開ける。

ユニットの連結2

壁面固定3

下穴径φ3.0～4.0mm
(4か所 )

25 25

25 25

25

25

25

25

下穴径φ3.0～4.0mm
(4か所 )

扉をユニットから取り外すため、丁番①をつまんで扉を取り外す。
※詳細はp.5～6参照

扉の取り外し

取り付け前の準備１



4

1. ②を③に差し込む。

。るえさ押でまる鳴が音と」ッチカ「 .2
　扉を 2,3回開閉し、丁番が確実に固定されていることを確
認してください。

扉の取り付け ( 丁番の固定 )

必ず下地桟に固定し、指定のねじで固定してください。
※次のような取り付け方はしない。

必ずユニットの芯材と下地桟固定位置を合わせること。
例１.

必ずユニットの上下指定位置の下地桟に固定すること。
例２.

②

③

取付後の調整



スライド棚の取り外し・取り付け

引出しの取り外し・取り付け

いっぱいに引き出し、少し持ち上げて引き抜く。

調整

5

6

（鋼製・ソフトクローズ）



5~6

5~6



5~6

5~6





ねじがキャビネット内に侵入しないようご注意ください。
扉などがある場合は丁番・座金に干渉しないように注意してください。

取付方法、ねじをつける位置





棚板はユニットに付属しています。
棚受けには前後があります。
※棚受けはユニット内に貼り付けています。

取り付け・調整

棚受けのユニットの取り付け、棚のセットは確実に行う。
棚板が落下し、けがをするおそれがあります。

注意
棚板の取り付け

扉の調整は正しく行う。
耐震ロックが正しく作動せず、けがをするおそれがあります。

注意

扉の調整
扉の取り付け (丁番の固定 )

左右への傾き 前後への傾き 上下への傾き

プッシュオープン金具の調整



鋼製引出しの調整





※自動解除式なので完全にロックを保証する訳では無いのでご了承ください。

○性能
・引張静荷重400Nでも扉が開きません。
・震度4以上の揺れでロックが作動します。
・地震の種類、振動の程度によっては作動しない場合が
　あります。
・建物の構造、地盤、設置階数、収納物等によっては
　作動しない場合があります。

地震感知ロック

○特長
・地震が発生した場合に扉が開くのを防ぎます。
・主に腰よりも高くにある開扉の収納全般にご使用
  ください。
・普段の扉開閉時にはロックが掛からず、音鳴しま
  せん。地震が発生した場合にロックが掛かり、地震
  が納まると自動でロックが解除されます。
・高さが18mm以下と薄いので邪魔になりません。
・ロックフックの振り幅が大きいので施工許容差
  ロック精度が優れています。



本品で冷蔵庫上吊り戸棚、カウンターデスクなどを作成する
ときは補強の為エンドパネルが必要となります。

エンドパネルはご自身で用意して頂くか、カスタマイズ品と
して弊社までご注文お問い合わせ願います。

ねじがキャビネット内に侵入しないようご注意ください。
扉などがある場合は丁番・座金に干渉しないように注意してください。

取付方法、ねじをつける位置

エンドパネルをつける

キャビネット寸法がH<Dの時は、壁との固定が必要です。
右図に従い、ねじを使って4箇所固定してください。

キャビネット内側から壁に固定する

フィラーの取付例

H寸法が低い時の注意
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